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本書は、ＡＲ１０００シリーズと上位コンピュータを接続する場合の通信コマンドについて記述します。 
 

1. 概要 
 

１．１．ＡＲ１０００概要 

 

ホストコンピュータ（以後ＰＣ）からリモートコントロールアンプＡＲ１０００シリーズ（以後ＡＲ１０００）

に、本取扱説明書に基づいたコマンドを送信し、それに対してＡＲ１０００は応答を返します。 

通信コマンド、パラメタはＡＳＣＩＩテキスト形式です。 

なお本文中のターミネータ、デリミタはＡＲ１０００の設定により異なり、ＣＲまたはＣＲ ＬＦより選択可能

です。 

 

１．２．通信Ｉ／Ｆの種類 

形式 名称 

ＡＲ１０－１５０ ＬＡＮ 

ＡＲ１０－１５１ ＵＳＢ 

ＡＲ１０－１５２ ＲＳ－２３２Ｃ 

 

１．３．通信条件 

ＬＡＮ（※１） 

設定項目 内容 

ＩＰアドレス １９２．１６８．００１．２５０ 

ネットマスク ２５５．２５５．２５５．０００ 

ポート番号 ５１２００（※２） 

 

ＲＳ－２３２Ｃ，ＵＳＢ（※３） 

設定項目 内容 

ボーレート（ｂｐｓ） ４８００，９６００，１９２００，３８４００ 

データビット（ｂｉｔ） ７，８ 

パリティビット なし（ＮＯＮＥ），奇数（ＯＤＤ），偶数（ＥＶＥＮ） 

ストップビット（ｂｉｔ） １，２ 

  ※１． ＬＡＮの通信条件はデフォルト値を表記しています。 

  ※２． ポート番号２３は設定出来ません。 

  ※３． ＵＳＢは仮想ＣＯＭポートにて接続します。 

   ＵＳＢドライバのインストール後にＣＯＭポートが追加されます。 

   新たに追加されたＣＯＭポートを選択して接続して下さい。 
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１．４．通信設定の手順（本体） 

①． デジボル画面、またはアンプ設定画面の時に、Ｄ

ＩＳＰ／ＫＥＹＬＯＣＫボタン(以後①とする)

を１回押して、通信Ｉ／Ｆ設定画面に変更します。 

②． ＣＡＬ／ＳＥＬ（ＶＡＬＵＥ／ＳＥＬ）のつまみ

（以後②とする）を操作して、通信設定を行いま

す。通信Ｉ／Ｆの設定はすべてこのつまみで行い

ます。 

 

※通信設定の途中でキー操作をしばらく行わないと

デジボル画面に戻りますが、通信設定は途中のままと

なります。（①）を１回押して再度通信Ｉ／Ｆ設定画

面にて通信設定の変更を続けることが出来ます。 

 

 

 

1.4.1. RS-232C/USBユニットの設定 

１．（②）を押して、ボーレート（ＢａｕｄＲａｔｅ）⇒データビット（Ｄａ

ｔａ）⇒ストップビット（Ｓｔｏｐ）⇒パリティビット（ＰＲＴＹ）⇒フ

ロー制御（Ｆｌｏｗ）⇒デリミタ（ＤＥＬＭ）⇒エコーバック（ＥＣＨＯ）

の順に選択が行われます。点滅している箇所が選択されています。点滅し

ている状態で（②）を回すことで設定値を変更することが出来ます。（②）

を押すことで次の設定に移行します。 

  

２．エコーバック（ＥＣＨＯ）の設定後、（②）を押すと点滅動作が消えて、

通信設定が完了し、設定された通信条件でＰＣと通信することが出来ます。 

 

※ＲＳ－２３２Ｃ／ＵＳＢの設定（ボーレート、データビット、ストップ

ビット、パリティビット、フロー制御）は設定完了後に有効となります。

デリミタ、エコーバックの設定は変更した直後に有効となります。 

 

① ② 

BaudRate:  9600 bps 

Data:8Bit Stop:1bit  

PRTY:NONE Flow:NONE 

DELM:OFF  ECHO:OFF 

BaudRate:  9600 bps 

Data:8Bit Stop:1bit  

PRTY:NONE Flow:NONE 

DELM:OFF  ECHO:OFF 

BaudRate: 38400 bps 

Data:8Bit Stop:1bit  

PRTY:NONE Flow:NONE 

DELM:OFF  ECHO:OFF 

BaudRate: 38400 bps 

Data:8Bit Stop:1bit  

PRTY:NONE Flow:NONE 

DELM:OFF  ECHO:OFF 
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1.4.2. LANユニットの設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 通信Ｉ／Ｆ設定画面にて（②）を回して、ＡＤＲＳ（ＩＰアドレス）⇔ＮＭＳＫ（ネットマスク）⇔ＰＯＲＴ（ポート番号）⇔ＤＥＬ

Ｍ（デリミタ）⇔ＥＣＨＯ（エコーバック）の選択を行います。点滅している箇所が選択されています。 

２． ＩＰアドレスの変更の場合、ＡＤＲＳが点滅している状態で（②）を押すと、ＩＰアドレスの最上位桁に点滅が移動しま

す。１桁毎に（②）を回して値を設定し、（②）を押して次の桁に選択を移動します。最下位桁の設定完了後に（②）を

押すとＡＤＲＳが再度点滅します。 

３． ネットマスクの変更の場合、ＮＭＳＫが点滅している状態で（②）を押すとネットマスク全体が選択されます。ネットマ

スクの設定も（②）を回して値を選択し、（②）を押して決定します。ネットマスクの設定はすべての桁を一括で設定

します。 

４． ポート番号の変更の場合、ＰＯＲＴが点滅している状態で（②）を押すと、ポート番号の最上位桁に点滅が移動しま

す。設定方法はＩＰアドレスの場合と同じで、１桁毎に設定します。（②）を回して値を選択し、（②）を押して次の桁に

選択を移動します。最下位桁の設定完了後に（②）を押すとＰＯＲＴが再度点滅します。 

５． デリミタの変更の場合も同様に、ＤＥＬＭが点滅している状態で（②）を押すと、設定値が点滅しデリミタの変更が可

能となります。（②）を回してデリミタの設定を行い、設定完了後に（②）を押すと再度ＤＥＬＭが点滅します。 

６． エコーバックの変更の場合も同様に、ＥＣＨＯが点滅している状態で（②）を押すと、設定値が点滅し、エコーバック

の変更が可能となります。（②）を回してエコーバックの設定を行い、設定完了後に（②）を押すと再度ＥＣＨＯが点

滅します。 

７． 電源を切り、再度電源を投入する事により上記設定が有効となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ADRS:192.168.001.251 

NMSK:255.255.255.000 

PORT:51200 DELM:CRLF 

ECHO:OFF 

ADRS:192.168.001.250 

NMSK:255.255.255.000 

PORT:51200 DELM:CRLF 

ECHO:OFF 

ADRS:192.168.001.251 

NMSK:255.255.255.000 

PORT:51200 DELM:CRLF 

ECHO:OFF 

ADRS:192.168.001.250 

NMSK:255.255.255.000 

PORT:51200 DELM:CRLF 

ECHO:OFF 

ADRS:192.168.001.251 

NMSK:255.255.255.000 

PORT:51200 DELM:CRLF 

ECHO:OFF 

ADRS:192.168.001.251 

NMSK:255.255.255.000 

PORT:51200 DELM:CRLF 

ECHO:OFF 

… 

… 
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1.4.3. ゲートウェイの設定方法 

ＡＲ１０－１５０実装時、以下の手順でゲートウェイの設定を行います。ゲートウェイの設定を行う前に、本体にて IP アド

レス、ネットマスク、ポートの設定を行っておくようにして下さい。 

 

１．PCを起動し、Windowsの[スタート]-[プログラム]-[アクセサリ]よりコマンドプロンプトを選択します。 

 

 
 

２．telnetによりAR1000[LANユニット実装]と接続します。 

(例) AR1000の IPアドレスが 192.168.19.88の場合、上図のように入力します。 

 

 
 

３．パスワードの問合せに RAS と入力します。(注意 !! RASは半角英数の大文字で入力して下さい。) 

 

４．キーボードより gwip と入力することで現在のゲートウェイのアドレスが確認できます。 

 

５．キーボードより gwip = ゲートウェイのアドレス にてゲートウェイのアドレスを設定します。 

(例)ゲートウェイアドレスが 192.168.19.13の場合、図のように入力します。 

 

６．キーボードより save と入力することで、設定したゲートウェイのアドレスを保存します。 

 

７．キーボードより ｅｘｉｔ と入力して設定を終了します。 
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１．５．ＵＳＢドライバのインストール手順（ＰＣ） 

※ＵＳＢドライバのインストールを行う前に、本体とＰＣを接続しないで下さい。 

 

1.5.1. ＵＳＢドライバのプリインストール 

製品添付のＣＤをドライブに挿入します。自動的にインストーラが起動します。 

（起動しない場合は、ＣＤの中にある、ＰｒｅＩｎｓｔａｌｌｅｒ．ｅｘｅをダブルクリックしてインストーラを

起動して下さい。） 

①  Install ボタンを押して、ＵＳＢドライバのプリインストールを行います。 

 

 

 

②  続行(C) ボタンを押して、ＵＳＢドライバのプリインストールを行います。 

 

 

 

③ インストールが完了すると下図のメッセージボックスが表示されますので、 OK ボタンを押してプリインス

トールを完了します。 
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1.5.2. ＵＳＢの接続とドライバのインストール 

本体とＰＣをＵＳＢケーブルで接続します。 

① 接続すると新しいハードウェアの検出ウィザードが起動します。 

② ソフトウェアを自動的にインストールする（推奨）(I)を選択し、 次へ(N)> ボタンを押します。インスト

ールを行わない場合は キャンセル ボタンを押して下さい。 

 

 

 

③ ハードウェアに対応するソフトウェア(ドライバ)を検索しています。インストールを行わない場合は 

 キャンセル ボタンを押して下さい。 
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④ ドライバが見つかると下図のようなウィンドウが表示されますので、 続行(C) を押してドライバのインス

トールを行います。インストールを行わない場合は インストールの停止(S) ボタンを押して下さい。 

 

 

 

⑤ ドライバのインストールが完了すると、下図のようなウィンドウが表示されますので、 完了 を押してドラ

イバのインストールを完了します。 
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⑥ 再度新しいハードウェアの検出ウィザードが起動します。 

⑦ ソフトウェアを自動的にインストールする（推奨）(I)を選択し、 次へ(N)> ボタンを押します。インスト

ールを行わない場合は キャンセル ボタンを押して下さい。 

 

 

 

⑧ ハードウェアに対応するソフトウェア(ドライバ)を検索しています。インストールを行わない場合は 

 キャンセル ボタンを押して下さい。 
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⑨ ドライバが見つかると下図のようなウィンドウが表示されますので、 続行(C) を押してドライバのインス

トールを行います。インストールを行わない場合は インストールの停止(S) ボタンを押して下さい。 

 

 

 

⑩ ドライバのインストールが完了すると、下図のようなウィンドウが表示されますので、 完了 を押してドラ

イバのインストールを完了します。 
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1.5.3. ＵＳＢドライバの接続確認 

ＵＳＢドライバが正常にインストールされたことを確認するには、デバイスマネージャにて行います。 

デバイスマネージャにてUSB(Universal Serial Bus)コントローラに[NEC San-ei AR1000 USB Composite Device]、

ポート(COMとLPT)に[NEC San-ei AR1000 USB to UART Bridge Controller(COM※)]と表示されていれば正常です。 

仮想ＣＯＭポート(ＣＯＭ＊)にてＡＲ１０００との接続が可能となります。(＊はＰＣにより異なります。) 

※ＵＳＢドライバのインストール後にＣＯＭポートが追加されますので、新たに追加されたＣＯＭポートを指定

して接続して下さい。 

 

① Ｗｉｎｄｏｗｓの[スタートメニュー]⇒[設定(S)]⇒[コントロールパネル(C)]よりシステムを選択します。 
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② システムのプロパティより、[ハードウェア]のタブを選択します。 

 

 

 

③  デバイスマネージャ(D) ボタンを押し、デバイスマネージャを表示します。 

 

 
 

USB(Universal Serial Bus)コントローラの左側の + をクリックして展開し、[NEC San-ei AR1000 USB Composite 

Device]、ポート(COM と LPT)の左側の + をクリックして展開し、[NEC San-ei AR1000 USB to UART Bridge 

Controller(COM※)]と表示されていれば正常です 
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1.5.4. ＵＳＢドライバのアンインストール 

アンインストールを行う前に、PCから本体とUSBケーブルを外して下さい。 

① コントロールパネルのプログラムの追加と削除よりプログラムの追加と削除を選択します。 
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② [NEC San-ei AR1000 USB to UART Bridge Controller]を選択し、 変更と削除 を押して USB ドライバのア

ンインストールを行います。 

 

 

 

③ 下図のようなメッセージが表示されますので はい(Y) を押しUSBドライバをアンインストールします。 
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④ 下図のようなメッセージが表示されますので はい(Y) を押しUSBドライバをアンインストールします。 

 

 
 

⑤ アンインストールが正常に終了すると、下図のようなメッセージが表示されますので、 OK ボタンを押して

アンインストールを終了します。 

 

 
 

⑥ [NEC San-ei AR1000 USB to UART Bridge Controller]が、現在インストールされているプログラムのリスト上

になければアンインストールは完了です。 
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2. 通信コマンド 
 

２．１．コマンド形式 

 

ステータス読み出しなどのコントロールは、３文字（ＡＳＣＩＩ）のコマンドとそれに続くパラメタの文字列で構

成されます。コマンド頭の文字がコマンド種別を、続く２文字がコマンド内容を表します。 

頭文字 

Ｓ：設定、 Ｉ：情報読み出し、 Ｅ：実行、 Ｒ：データ読出し 

 

コマンド、パラメタとして、小文字は使用不可です。大文字を使用して下さい。 

一行のコマンドの最大長さはパラメタを含めて２８文字以内です。 

コマンドとパラメタの間のスペースは０～任意の数です。スペースも文字に含まれます。 

パラメタ区切りとしてコンマ”,”を使用する為、文字列にコンマ”,”を含めることは出来ません。 

各コマンドのパラメタは省略不可能です。 

全チャネル一括の設定コマンドを送信する場合は、現在モニタしているチャネルが基準となります。 

一括の設定コマンドは基準のとなるチャネルと同一ユニットのみが設定されます。 

 

コマンド例： Ｅ Ｃ Ｌ スペース  ３ ， １ デリミタ   

[コマンド]  [パラメタ] 

 

２．２．応答形式 

 

 ①ＰＣからのコマンド送信に対して、アンサパラメタがない場合、ＡＲ１０００は次の応答を返します。 

応答アンサ 内容 

＊（デリミタ） 正常応答 

ｅｎ（デリミタ） 

ｅ１ 

ｅ２ 

ｅ３ 

ｅ４ 

 

エラー発生 

文法エラー（コマンドの文法が違う） 

パラメタエラー（範囲外のパラメタを指定した） 

モードエラー（コマンド受付準備されていない） 

ユニットエラー（オプション実装なし） 

（ｅ５以降未定義） 

 ※応答コマンドはＡＳＣＩＩテキスト形式 

 ※仕様のなかではステータスと記載 

  



 

 

- 16 - 

 

②ＰＣからのコマンド送信に対して、ＡＳＣＩＩ形式のアンサパラメタがある場合、ＡＲ１０００は次の応答を返

します。 

 応答アンサ 内容 

＊データ，データ，…，データ（デリミタ） 正常応答 

ｅｎ（デリミタ） 

ｅ１ 

ｅ２ 

ｅ３ 

ｅ４ 

 

エラー発生 

文法エラー 

パラメタエラー 

モードエラー 

ユニットエラー 

（ｅ５以降未定義） 

 ※応答コマンドはＡＳＣＩＩテキスト形式、アンサの各データはコンマ”,”で区切られます。 

※本仕様書の中ではステータスと記載 

 

注意事項 

 ＡＲ１０００はＰＣよりコマンド受信後、パラメタエラー等を判定してＰＣに応答を返します。ＰＣに対してコ

マンド応答後、各アンプに対しての処理を実行する為、アンプの設定に関するコマンド（レンジ設定、ＬＰＦ設定、

ＣＡＬ設定等）は最低でも３００ｍｓ以上（推奨５００ｍｓ）の間隔で送信しないと動作できない場合があります。 

 コマンドを連続で受信した場合は、連続で受信したコマンドは実行されない場合があります。 

 処理に時間がかかるコマンドについては、処理中の場合モードエラーを返します。処理に時間がかかるコマンド

としては、ＳＣＩ：アンプ初期化コマンド、ＥＢＬ：バランス実行コマンド、ＥＣＫ：セルフチェック実行コマン

ドがあります。処理時間はアンプユニットの実装数、コマンド種類により異なります。１６チャネル全実装時およ

そ１０秒程度処理時間がかかります。 
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3. ＡＲ１０００通信コマンド 

３．１．読み出しコマンド 

3.1.1. ＩＡＤ Ａ／Ｄ値読み出し 

機能 Ａ／Ｄ値の読み出し 

入力形式 ＩＡＤ（デリミタ） 

パラメタなし 

出力形式 ＊Ａ１（デリミタ） 

Ａ１：Ａ／Ｄ変換の値をスケーリングした値を出力。 

Ａ１ －６．２５０～６．２５０ 

Ａ／Ｄ変換値 Ａ／Ｄ変換値 

例：５ｋｕｓｔレンジにて入力が５０００μ ひずみの場合、値は５．０００ 

解説 現在モニタしているチャネルのＡ／Ｄ変換値が出力されます。 

本コマンドはＲＲＡコマンドと同じ動作を行います。 

書式例 ＩＡＤ（デリミタ） 

出力例 ＊－５．０００ 

モニタチャネルのＡ／Ｄ変換値が－５Ｖを表します。 

関連コマンド ＩＭＣ，ＩＭＮ，ＳＭＣ，ＳＭＮ 

 

3.1.2. ＩＢＬ バランス実行状態読み出し 

機能 バランス実行状態の読み出し 

入力形式 ＩＢＬ（デリミタ） 

パラメタなし 

出力形式 ＊Ａ１（デリミタ） 

Ａ１：バランス実行状態（０：実行なし、１：実行中） 

Ａ１ ０ １ 

実行状態 実行なし 実行中 

  

解説 イニシャルバランス（ＥＢＬ）以外のコマンド（ＳＣＩ：初期化、ＥＣＫ：チェック実行）を実行した場合に

も、本コマンドにて実行状態が読み出せます。 

書式例 ＩＢＬ（デリミタ） 

出力例 ＊１ 

バランス実行中（または初期化、チェック実行中）を表します。 

関連コマンド ＥＢＬ，ＥＣＫ，ＳＣＩ 
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3.1.3. ＩＢＶ ブリッジ電圧（ＢＶ）読み出し 

機能 ブリッジ電圧（ＢＶ）の読み出し 

入力形式 ＩＢＶ Ｐ１（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定（１～１６） 

出力形式 ＊Ａ１（デリミタ） 

Ａ１：ブリッジ電圧（ＢＶ）状態 

Ａ１ ０ １ ２ 

ＤＣストレンアンプ 

ＢＶ値 
２Ｖ ５Ｖ １０Ｖ 

  

解説 実装されていないチャネルを選択した場合、エラーステータス(パラメタエラー)が出力されます。 

ＤＣストレンアンプ実装以外のチャネル指定を行った場合も、エラーステータス(パラメタエラー)

が出力されます。ＤＣストレンアンプのＢＶ切替スイッチを変更後すぐに本コマンドでＢＶ切替ス

イッチの状態を読み出しても、状態が更新されない場合があります。ＢＶの切替スイッチ変更

後、数秒経過した後で本コマンドによる読出しを行って下さい。 

ＢＶ切替スイッチの状態は、アンプの実装数により更新する時間が変わります。 

書式例 ＩＢＶ １（デリミタ） 

出力例 ＊０ 

１ユニット目のブリッジ電圧（ＢＶ）が２Ｖを表します。 

関連コマンド ＩＦＳ 

 

3.1.4. ＩＣＬ ＣＡＬ設定値読み出し 

機能 ＣＡＬ設定値の読み出し 

入力形式 ＩＣＬ Ｐ１（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定（１～１６） 

出力形式 ＊Ａ１，Ａ２(，Ａ３)（デリミタ） 

Ａ１：ＣＡＬ設定値 

Ａ１ ０～９９９９ 

ひずみアンプ時 ＣＡＬ値（μ ε ） ＣＡＬ値 

ひずみアンプ以外 ― ０ 

Ａ２：ＣＡＬ極性（出力ＯＮ／ＯＦＦ） 

Ａ２ ０ １ ２ 

ひずみアンプ時 極性 ＯＦＦ ＋ＣＡＬ ＯＮ －ＣＡＬ ＯＮ 
ひずみアンプ以外 

（２ｃｈDCアンプAch） 
出力 OFF ON  

Ａ３：ＣＡＬ極性（出力ＯＮ／ＯＦＦ） (※)２ｃｈＤＣアンプ時のみＡ３出力する 

Ａ３ ０ １ 

２ｃｈDCアンプBch 出力 OFF ON 

  

解説 実装されていないスロット・チャネルを指定した場合、エラーステータス（パラメタエラー）が出力

されます。 

Ａ３は２ｃｈＤＣアンプの場合のみ出力されます。 

書式例 ＩＣＬ ２（デリミタ） 

出力例 ＊１０００，０ 

２ユニット目(ひずみアンプの場合)のＣＡＬ設定値が 1000ust(1000μ ε )、ＣＡＬ出力はＯＦＦを表し

ます。 

関連コマンド ＳＣＬ，ＥＣＬ 
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3.1.5. ＩＣＮ ケース番号読み出し 

機能 ケース番号の読み出し 

入力形式 ＩＣＮ（デリミタ） 

パラメタなし 

出力形式 ＊Ａ１（デリミタ） 

Ａ１：ケース番号 

Ａ１ ０～１５ 

ケース番号 ＣＡＳＥ Ｎｏ．スイッチの設定値 

  

解説 本体に設定されてあるケース番号が出力されます。 

書式例 ＩＣＮ（デリミタ） 

出力例 ＊０ 

ケース番号が０番に設定されていることを表します。 

関連コマンド なし 

 

3.1.6. ＩＥＲ 実装状態読み出し 

機能 実装状態の読み出し 

入力形式 ＩＥＲ（デリミタ） 

パラメタなし 

出力形式 ＊Ａ１，Ａ２，…，Ａ１６（デリミタ） 

Ａ１，Ａ２，…，Ａ１６：実装情報（エラー情報）               (２ｃｈＤＣアンプ時のみ表示) 

Ａ１、Ａ２、…、Ａ１６ ０ １ ２ ３ ４ 

実装情報 

（エラー情報） 

エラーなし 

正常 

エラーあり 

異常 

未実装 

（応答なし） 

Ａｃｈ異常 

エラー有り 

Ｂch異常 

エラー有り 

  

解説 内部ＣＡＬモードでのセルフチェック実行後は、エラー判定結果が更新されます。 

シャントＣＡＬモードでのセルフチェック後は、エラー判定結果は更新されません。 

イニシャルバランス、セルフチェック、初期化を行った後に、アンプの故障等で応答がなくなった

場合は、未実装扱いとなります。 

アンプが故障でない場合、センサ入力が正常の時に再度内部ＣＡＬモードでのセルフチェックを

実行するか、電源を再起動するとエラー状態はクリアされます。 

２ｃｈＤＣアンプのＡｃｈ，Ｂｃｈ共に異常の場合、エラー判定結果は１を返します 

書式例 ＩＥＲ（デリミタ） 

出力例 ＊０，０，１，０，０，１，０，０，２，２，２，２，２，２，２，２ 

１～８ユニットが実装、９ユニット以降未実装状態を表します。 

３ユニット目、６ユニット目のセンサ入力が異常、もしくはアンプの故障を表します。 

関連コマンド ＥＣＫ 
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3.1.7. ＩＦＣ ＬＰＦ設定値読み出し 

機能 ＬＰＦ設定値の読み出し 

入力形式 ＩＦＣ Ｐ１（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定（１～１６） 

出力形式 ＊Ａ１（，Ａ２）（デリミタ） 

Ａ１：ＬＰＦ設定値 

Ａ１ ０ １ ２ ３ ４ ５ 

Ｌ
Ｐ
Ｆ
設
定
値(H

z) 

ＡＣストレンアンプ Ｗ／Ｂ １ｋ ５００ １００ ３０ １０ 

ＤＣストレンアンプ Ｗ／Ｂ １０ｋ ３ｋ １ｋ １００ １０ 

振動アンプ Ｗ／Ｂ ３０ｋ １０ｋ ３ｋ １ｋ ３００ 

Ｆ／Ｖコンバータ Ｗ／Ｂ １ｋ     

温度アンプ Ｗ／Ｂ １ｋ １００ １０   

２ｃｈＤＣアンプ Ｗ／Ｂ ２ｋ ２００ ２０   

Ａ２：ＬＰＦ設定値(２ｃｈ)  (※)２ｃｈＤＣアンプ時のみＡ２出力する 

Ａ２ ０ １ ２ ３ 

２ｃｈＤＣアンプ 

ＬＰＦ設定値(Hz) 
Ｗ／Ｂ ２ｋ ２００ ２０ 

  

解説 実装されていないスロット・チャネルを指定した場合、エラーステータス（パラメタエラー）が出力

されます。 

Ａ２は２ｃｈＤＣアンプの場合のみ出力されます。 

書式例 ＩＦＣ ７（デリミタ） 

出力例 ＊１ 

７ユニット目(ＡＣストレンアンプの場合)のローパスフィルタの設定値が 1kHzを表します。 

７ユニット目(ＤＣストレンアンプの場合)のローパスフィルタの設定値が 10kHzを表します。 

７ユニット目(振動アンプの場合)のローパスフィルタの設定値が 30kHzを表します。 

７ユニット目(Ｆ／Ｖコンバータの場合)のローパスフィルタの設定値が 1kHzを表します。 

７ユニット目(温度アンプの場合)のローパスフィルタの設定値が 1kHzを表します。 

関連コマンド ＳＦＣ 
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3.1.8. ＩＦＨ ＨＰＦ設定値の読み出し(Ｆ／Ｖコンバータ時はＡＣ／ＤＣ結合設定値の読み出し) 

機能 ＨＰＦ設定値の読み出し(Ｆ／Ｖコンバータ時はＡＣ／ＤＣ結合設定値の読み出し) 
入力形式 ＩＦＨ Ｐ１（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定（１～１６） 

出力形式 ＊Ａ１（デリミタ） 

Ａ１：ＨＰＦ設定値 

Ａ１ ０ １ ２ 

振動アンプ 
０．２ ３ ３０ 

ＨＰＦ設定値（Ｈｚ） 

Ｆ／Ｖコンバータ 
ＤＣ結合 ＡＣ結合  

ＡＣ／ＤＣ結合設定 

  

解説 実装されていないスロット・チャネルを指定した場合、エラーステータス（パラメタエラー）が出力

されます。振動アンプ、Ｆ／Ｖコンバータ実装以外のチャネル指定を行った場合も、エラーステー

タス(パラメタエラー)が出力されます。 
書式例 ＩＦＨ ７（デリミタ） 

出力例 ＊１ 

７ユニット目(振動アンプの場合)のハイパスフィルタの設定値が 3Hzを表します。 

７ユニット目（Ｆ／Ｖコンバータの場合）の入力結合の設定がＡＣ結合を表します。 

関連コマンド ＳＦＨ 
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3.1.9. ＩＦＳ レンジ設定値読み出し 

機能 レンジ設定値の読み出し 

入力形式 ＩＦＳ Ｐ１（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定（１～１６） 

出力形式 ＊Ａ１（，Ａ２）（デリミタ） 

Ａ１：レンジ設定値 

Ａ１ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 
ＡＣストレンアンプ 

レンジ設定値（ｕｓｔ） 
OFF 5k 2k 1k 500 200      

ＤＣストレン 

アンプ 

レンジ設定値 

（ｕｓｔ） 

BV: 

2V時 
OFF 20k 10k 5k 2k 1k      

BV: 

5V時 
OFF 8k 4k 2k 800 400      

BV: 

10V時 
OFF 4k 2k 1k 400 200      

振
動
ア
ン
プ
レ
ン
ジ
設
定
値
（m/s

2

） 

ア
ン
プ
内
蔵
型 

SENS 

0.XXX 
OFF 5k 2k 1k 500 200 100     

SENS 

X.XX 
OFF 500 200 100 50 20 10     

SENS 

XX.X 
OFF 50 20 10 5       

圧
電
型+
チ
ャ
ー
ジ
コ
ン
バ
ー
タ 

0.1m
V
/pC

 

SENS 

0.XXX 
OFF 50k 20k 10k 5k 2k 1k     

SENS 

X.XX 
OFF 5k 2k 1k 500 200 100     

SENS 

XX.X 
OFF 500 200 100 50 20 10     

1.0m
V
/pC

 

SENS 

0.XXX 
OFF 5k 2k 1k 500 200 100     

SENS 

X.XX 
OFF 500 200 100 50 20 10     

SENS 

XX.X 
OFF 50 20 10 5       

10m
V
/pC

 

SENS 

0.XXX 
OFF 500 200 100 50 20 10     

SENS 

X.XX 
OFF 50 20 10 5       

SENS 

XX.X 
OFF 5          

FVコンバータ 

レンジ設定値（Ｈｚ） 
OFF 20k 10k 5k 2k 1k 500 200 100   

温度アンプ 

レンジ設定値 
OFF 

K 

1370 

K 

500 

T 

400 

T 

200 

J 

1200 

J 

500 

E 

1000 

E 

500 

R 

1760 

R 

800 

２ｃｈＤＣアンプ 

レンジ設定値（V） 
200 100 50 20 10 5 2 1 0.5 0.2 0.1 

Ａ２：レンジ設定値（２ｃｈ） (※)２ｃｈＤＣアンプ時のみＡ２出力する 

Ａ２ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 
２ｃｈＤＣアンプ 

レンジ設定値（V） 
200 100 50 20 10 5 2 1 0.5 0.2 0.1 

  

解説 実装されていないスロット・チャネルを指定した場合、エラーステータス（パラメタエラー）が出力

されます。 

Ａ２は２ｃｈＤＣアンプの場合のみ出力されます。 
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書式例 ＩＦＳ ７（デリミタ） 

出力例 ＊３ 

７ユニット目(ＡＣストレンアンプの場合)のレンジの設定値が 1kust（1kμ ε ）を表します。 

７ユニット目(ＤＣストレンアンプの場合)のレンジの設定値が BV=2Ｖの時、5kust（5kμ ε ）を表し

ます。 

７ユニット目(振動アンプの場合)のレンジの設定値が、アンプ内蔵型でセンサ感度が

0.XXXmV/m/s2の時、1km/s2を表します。 

７ユニット目(FVコンバータの場合)のレンジの設定値が 5kHzを表します。 

７ユニット目(温度アンプの場合)のレンジの設定値がK1370を表します。 

関連コマンド ＩＢＶ，ＩＦＳ 

 

3.1.10. ＩＩＲ ２ｃｈDCアンプの入力レンジＯＮ／ＯＦＦ状態の読み出し 

機能 ２ｃｈＤＣアンプの入力レンジＯＮ／ＯＦＦの状態読み出し 

入力形式 ＩＩＲ P1（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定（１～１６） 

出力形式 ＊Ａ１，Ａ２（デリミタ） 

Ａ１：Ａｃｈ入力状態 

Ａ１ ０ １ 

Ａｃｈ状態 ＩＮＰＵＴ ＯＦＦ ＩＮＰＵＴ ON 

Ａ２：Ｂｃｈ入力状態 

Ａ２ ０ １ 

Ｂｃｈ状態 ＩＮＰＵＴ ＯＦＦ ＩＮＰＵＴ ON 

  

解説 ２ｃｈＤＣアンプの入力レンジＯＮ／ＯＦＦの状態が出力されます。 

書式例 ＩＩＲ ２（デリミタ） 

出力例 ＊０，１ 

２ユニット目（２ｃｈＤＣアンプの場合）の入力レンジＯＮ／ＯＦＦの設定がＡｃｈ入力ＯＦＦ、Ｂｃｈ入

力ＯＮであることを表します。 

関連コマンド ＳＩＲ 

 

3.1.11. ＩＭＣ モニタチャネルの読み出し(２ｃｈＤＣアンプのＡ／Ｂチャネル読出し) 

機能 モニタチャネルの読み出し（２ｃｈDCアンプのＡ／Ｂチャネル読出し） 

入力形式 ＩＭＣ（デリミタ） 

パラメタなし 

出力形式 ＊Ａ１（デリミタ） 

Ａ１：モニタチャネル 

Ａ１ ０ １ 

モニタチャネル Ａｃｈ Ｂｃｈ 

  

解説 現在のモニタ表示チャネルの値が出力されます。２ｃｈＤＣアンプが現在のモニタ表示チャネル

の場合は０または１が出力されます。 

２ｃｈＤＣアンプ以外の場合は２ｃｈＤＣアンプ全てのモニタチャネルがＡｃｈとなります。 

書式例 ＩＭＣ（デリミタ） 

出力例 ＊０ 

現在の２ｃｈＤＣアンプのモニタチャネルがＡｃｈを表します。 

関連コマンド ＩＭＮ，ＳＭＣ，ＳＭＮ 
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3.1.12. ＩＭＮ モニタチャネル読み出し 

機能 モニタチャネルの読み出し 

入力形式 ＩＭＮ（デリミタ） 

パラメタなし 

出力形式 ＊Ａ１（デリミタ） 

Ａ１：モニタチャネル 

Ａ１ １～１６ 

モニタチャネル 現在のモニタ表示チャネル値 

  

解説 現在のモニタ表示チャネルの値が出力されます。 

書式例 ＩＭＮ（デリミタ） 

出力例 ＊５ 

現在のモニタ（選択）表示されているチャネルが５チャネル目であることを表します。 

関連コマンド ＩＭＣ，ＳＭＣ，ＳＭＮ 

 

3.1.13. ＩＮＳ センサ感度設定値の読出し 

機能 センサ感度設定値の読出し 

入力形式 ＩＮＳ Ｐ１（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定（１～１６） 

出力形式 ＊Ａ１（デリミタ） 

Ａ１：ＳＥＮＳ感度 

Ａ１ １００～９９９ 

ＳＥＮＳ感度 ３桁のセンサ感度値 

Ａ２： 

Ａ２ 0.XXX X.XX XX.X 

少数点位置 ０ １ ２ 

Ａ３： 

Ａ３ mV/m/s2 pC/m/s2 

単位 ０ １ 

Ａ４： 

Ａ４ なし 0.1mV/pC 1.0mV/pC 10mV/pC 

チャージコンバータ種類 ０ １ ２ ３ 

Ａ５： 

Ａ５ 反転（－） 正転（＋） 

正転・反転 ０ １ 

  

解説 実装されていないスロット・チャネルを指定した場合、エラーステータス（パラメタエラー）が出力

されます。振動アンプ実装以外のチャネル指定を行った場合も、エラーステータス(パラメタエラ

ー)が出力されます。 

書式例 ＩＮＳ ７（デリミタ） 

出力例 ＊１００，１，０，０，１ 

７ユニット目に実装してある振動アンプのセンサ感度設定が 1.00mV/m/s２で、チャージコンバー

タ無し、正転を選択していることを表します。 

関連コマンド ＳＮＳ 
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3.1.14. ＩＲＪ 温度補償設定の読み出し 

機能 温度補償設定の読み出し 

入力形式 ＩＲＪ Ｐ１（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定(１～１６) 

出力形式 ＊Ａ１（デリミタ） 

Ａ１：温度補償設定値 

Ａ１ ＯＦＦ ＯＮ 

温度補償設定値 ０ １ 

  

解説 実装されていないスロット・チャネルを指定した場合、エラーステータス（パラメタエラー）が出力

されます。温度アンプ実装以外のチャネル指定を行った場合も、エラーステータス(パラメタエラ

ー)が出力されます。 

書式例 ＩRJ ７（デリミタ） 

出力例 ＊１ 

7ユニット目に実装してある温度アンプの温度補償設定がＯＮであることを表します。 

関連コマンド ＳＲＪ 

 

3.1.15. ＩＳＮ 本体機器（シリアル）番号読み出し 

機能 本体機器のシリアル番号の読み出し 

入力形式 ＩＳＮ（デリミタ） 

パラメタなし 

出力形式 ＊Ａ１（デリミタ） 

Ａ１：本体機器シリアル番号 

Ａ１ ００１０００１～９１２９９９９ 

モニタチャネル ７桁のシリアル番号 

  

解説 本体に設定されてあるシリアル番号が出力されます。 

書式例 ＩＳＮ（デリミタ） 

出力例 ＊６０２０００１ 

本体のシリアル番号が６０２０００１であることを表します。 

関連コマンド ＩＷＨ 

 

3.1.16. ＩＴＬ トリガレベル設定値の読み出し 

機能 トリガレベル設定値の読み出し 

入力形式 ＩＴＬ Ｐ１（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定(１～１６) 

出力形式 ＊Ａ１（デリミタ） 

Ａ１：トリガレベル設定値 

Ａ１ ００００～１５００ 

トリガレベル値（ｃＶ） ４桁のトリガレベル値 

  

解説 実装されていないスロット・チャネルを指定した場合、エラーステータス（パラメタエラー）が出力

されます。Ｆ／Ｖコンバータ実装以外のチャネル指定を行った場合も、エラーステータス(パラメタ

エラー)が出力されます。 

書式例 ITL ７（デリミタ） 

出力例 ＊１０００ 

７ユニット目に実装してあるＦ／Ｖコンバータのトリガレベルが 100.0Vであることを表します。 

関連コマンド ＳＴＬ 
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3.1.17. ＩＶＡ ひずみアンプＶＡＲのＤ／Ａ値の読み出し 

機能 ＶＡＲのＤ／Ａ値の読み出し 

入力形式 ＩＶＡ Ｐ１（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定(１～１６) 

出力形式 ＊Ａ１（デリミタ） 

Ａ１：ＶＡＲ値 

Ａ１ １３９２～１６３８３ 

ＶＡＲ値 ＶＡＲのＤ／Ａ値 

  

解説 実装されていないスロット・チャネルを指定した場合、エラーステータス（パラメタエラー）が出力

されます。ひずみアンプ実装以外のチャネル指定を行った場合も、エラーステータス(パラメタエ

ラー)が出力されます。 

ＶＡＲが１６３８３の時、ＧＡＩＮ×１倍を表します。 

ＶＡＲが４０９５の時、ＧＡＩＮ×０．５（２分の１）倍を表します。 

ＶＡＲが１６３７の時、ＧＡＩＮ×０．４（２．５分の１）倍を表します。 

ＶＡＲが１３９２の時、ＧＡＩＮ×０．３９（２．５６分の１）倍を表します。 

書式例 ＩＶＡ ２ 

出力例 ＊１６３８３ 

２ユニット目のレンジＶＡＲ値が１６３８３（×１倍）であることを表します。 

関連コマンド ＳＶＡ，ＥＶＲ 

 

3.1.18. ＩＶＧ ２ｃｈＤＣアンプＶＡＲのＤ／Ａ値読み出し 

機能 ２ｃｈＤＣアンプＶＡＲのＤ／Ａ値読み出し 

入力形式 ＩＶＧ Ｐ１（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定(１～１６) 

出力形式 ＊Ａ１，Ａ２（デリミタ） 

Ａ１：ＶＡＲ値 

Ａ１ ０～６５５３５ 

Ach ＶＡＲ Ｄ／Ａ値 ＶＡＲのＤ／Ａ値 

Ａ２：ＶＡＲ値 

Ａ２ ０～６５５３５ 

Bch ＶＡＲ Ｄ／Ａ値 ＶＡＲのＤ／Ａ値 

  

解説 実装されていないスロット・チャネルを指定した場合、エラーステータス（パラメタエラー）が出力

されます。２ｃｈＤＣアンプユニット実装以外のチャネル指定を行なった場合も、エラーステータス

（パラメタエラー）が出力されます。 

ＶＡＲが０の時、ＧＡＩＮ×１倍を表します。 

ＶＡＲが３２７６７の時、ＧＡＩＮ×約２倍を表します。 

ＶＡＲが６５５３５の時、ＧＡＩＮ×約３倍を表します。 

書式例 ＩＶＧ ３ 

出力例 ＊０，０ 

３ユニット目の２ｃｈＤＣアンプのレンジＶＡＲ値がＡｃｈ、Ｂｃｈともに０（×１倍）であることを表しま

す。 

関連コマンド ＳＶＧ，ＥＶＧ 
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3.1.19. ＩＷＨ 本体型式、ＦＷバージョン読み出し 

機能 本体型式またはアンプ種類とＦＷのバージョンの読み出し 

入力形式 ＩＷＨ Ｐ１（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定（１～１６，０（本体指定）） 

出力形式 ＊Ａ１、Ａ２（デリミタ） 

Ａ１：型式、またはアンプ種類 

Ａ１ ＡＲ１２００、ＡＣＳＴＲ１ 

型式、アンプ種類 本体型式またはアンプ種類 

Ａ２：ＦＷバージョン 

Ａ２ ＊．＊＊ 

ＦＷバージョン ＦＷのバージョン 

  

解説 本体型式またはアンプ種類とＦＷのバージョンが出力されます。 

実装されていないスロット・チャネルを指定した場合、エラーステータス（パラメタエラー）が出力

されます。 

書式例 ＩＷＨ ０（デリミタ） 

出力例 ＊ＡＲ１４００，１．０Ａ 

本体の型式がＡＲ１４００（ＤＣひずみ専用機）、ＦＷバージョンが１．０Ａを表します。 

関連コマンド ＩＳＮ 

 

3.1.20. IＺＲ ２ｃｈＤＣアンプオフセット調整のＤ／Ａ値読み出し 

機能 ２ｃｈＤＣアンプオフセット調整のＤ／Ａ値読み出し 

入力形式 ＩＺＲ Ｐ１（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定(１～１６) 

出力形式 ＊Ａ１，Ａ２（デリミタ） 

Ａ１：ＺＥＲＯ値 

Ａ１ ０～４０９５ 

Ach 

オフセット調整のＤ／Ａ値 
オフセット調整のＤ／Ａ値 

Ａ２：ＺＥＲＯ値 

Ａ２ ０～４０９５ 

Bch 

オフセット調整のＤ／Ａ値 
オフセット調整のＤ／Ａ値 

  

解説 実装されていないスロット・チャネルを指定した場合、エラーステータス（パラメタエラー）が出力

されます。２ｃｈＤＣアンプユニット実装以外のチャネル指定を行なった場合も、エラーステータス

（パラメタエラー）が出力されます。 

オフセット調整のＤ／Ａ値が４０９５の時、－１Ｖ近辺のオフセット値であることを表します。 

オフセット調整のＤ／Ａ値が２０４８の時、±０Ｖ近辺のオフセット値であることを表します。 

オフセット調整のＤ／Ａ値が０の時、約＋１Ｖ近辺のオフセット値であることを表します。 

書式例 ＩＺＲ ３（デリミタ） 

出力例 ＊２０４８，２０４８ 

３ユニット目の２ｃｈＤＣアンプのオフセット調整値がＡｃｈ、Ｂｃｈともに±０Ｖ近辺であることを表し

ます。 

関連コマンド ＳＺＲ，ＥＺＲ 
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３．２．設定コマンド 

3.2.1. ＳＣＩ アンプ初期化設定 

機能 アンプ初期化設定（工場出荷状態設定） 

入力形式 ＳＣＩ Ｐ１（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定（１～１６，０（全チャネル指定）） 

出力形式 ステータス（デリミタ） 

解説 初期化コマンドはアンプの初期化のみ行われます。本体は初期化されません。 

実装されていないスロット・チャネルを指定した場合、エラーステータス（パラメタエラー）が出力

されます。 

全チャネルを指定した場合は、エラーステータスは出力されません。 

全チャネルを指定した場合、異なるユニットであっても実行されます。 

本コマンド実行後、アンプからの応答がない場合は未実装扱いとなります。 

書式例 ＳＣＩ ０（デリミタ） 

出力例 ＊ 

全実装チャネルの初期化設定を行います。 

関連コマンド ＩＥＲ 

 

3.2.2. ＳＣＬ ＣＡＬ値設定 

機能 ＣＡＬ値の設定 

入力形式 ＳＣＬ Ｐ１，Ｐ２（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定（１～１６，０（全チャネル指定）） 

Ｐ２：ＣＡＬ値 

Ｐ２ ０～９９９９ 

ＣＡＬ値（μ ε ） ＣＡＬ値の設定 

  

出力形式 ステータス（デリミタ） 

解説 ＣＡＬ値は４桁の１０進数で設定します。 

実装されていないスロット・チャネルを指定した場合、エラーステータス（パラメタエラー）が出力

されます。ひずみアンプ実装以外のチャネル指定を行った場合も、エラーステータス(パラメタエ

ラー)が出力されます。モニタしているチャネルがひずみアンプ実装以外のときに、全チャネルを

指定した場合も、エラーステータス(パラメタエラー)が出力されます。 

書式例 ＳＣＬ ３，２０００（デリミタ） 

出力例 ＊ 

３ユニット目のＣＡＬ値を 2000ust(2000μ ε )に設定したことを表します。 

関連コマンド ＩＣＬ，ＥＣＬ 
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3.2.3. ＳＦＣ ＬＰＦ値設定 

機能 ＬＰＦ値の設定 

入力形式 ＳＦＣ Ｐ１，Ｐ２（，Ｐ３）（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定（１～１６，０（全チャネル指定）） 

Ｐ２：ＬＰＦ値 

Ｐ２ ０ １ ２ ３ ４ ５ 

Ｌ
Ｐ
Ｆ
設
定
値(H

z) 

ＡＣストレンアンプ Ｗ／Ｂ １ｋ ５００ １００ ３０ １０ 

ＤＣストレンアンプ Ｗ／Ｂ １０ｋ ３ｋ １ｋ １００ １０ 

振動アンプ Ｗ／Ｂ ３０ｋ １０ｋ ３ｋ １ｋ ３００ 

Ｆ／Ｖコンバータ Ｗ／Ｂ １ｋ     

温度アンプ Ｗ／Ｂ １ｋ １００ １０   

２ｃｈＤＣアンプ Ｗ／Ｂ ２ｋ ２００ ２０   

Ｐ３：ＬＰＦ値(２ｃｈ)  (※)２ｃｈＤＣアンプ時のみＰ３が有効 

Ｐ３ ０ １ ２ ３ 

２ｃｈＤＣアンプ 

ＬＰＦ設定値(Hz) 
Ｗ／Ｂ ２ｋ ２００ ２０ 

  

出力形式 ステータス（デリミタ） 

解説 実装されていないスロット・チャネルを指定した場合、エラーステータス（パラメタエラー）が出力

されます。 

２ｃｈＤＣアンプ以外にＰ３を送付するとエラーステータス(パラメタエラー)が出力されます。 

２ｃｈＤＣアンプにＰ３を送付しない場合もエラーステータス(パラメタエラー)が出力されます。 

全チャネル指定した場合も同様にモニタチャネルの実装ユニットが２ｃｈＤＣアンプ以外の場合、

Ｐ３を送付するとエラーステータス(パラメタエラー)が出力されます。 

全チャネル指定した場合も同様にモニタチャネルの実装ユニットが２ｃｈＤＣアンプの場合、Ｐ３を

送付しないとエラーステータス(パラメタエラー)が出力されます。 

Ｐ３は２ｃｈＤＣアンプの場合のみ有効となります。 

書式例 ＳＦＣ ２，１（デリミタ） 

出力例 ＊ 

２ユニット目(ＡＣストレンアンプの場合)のローパスフィルタを１kHzに設定したことを表します。 

２ユニット目(ＤＣストレンアンプの場合)のローパスフィルタを 10kHzに設定したことを表します。 

２ユニット目(振動アンプの場合)のローパスフィルタを 30kHzに設定したことを表します。 

２ユニット目(Ｆ／Ｖコンバータの場合)のローパスフィルタを 1kHzに設定したことを表します。 

２ユニット目(温度アンプの場合)のローパスフィルタを 1kHzに設定したことを表します。 

関連コマンド ＩＦＣ 
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3.2.4. ＳＦＨ ＨＰＦ値設定(Ｆ／Ｖコンバータ時はＡＣ／ＤＣ結合設定) 

機能 ＨＰＦ値の設定(Ｆ／Ｖコンバータ時はＡＣ／ＤＣ結合設定) 

入力形式 ＳＦＨ Ｐ１（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定（１～１６） 

Ｐ２：ＨＰＦ設定値 

Ａ１ ０ １ ２ 

振動アンプ 

ＨＰＦ設定値(Ｈｚ) 
０．２ ３ ３０ 

Ｆ／Ｖコンバータ 

ＡＣ／ＤＣ結合設定 
ＤＣ結合 ＡＣ結合  

  

出力形式 ステータス（デリミタ） 

解説 実装されていないスロット・チャネルを指定した場合、エラーステータス（パラメタエラー）が出力

されます。振動アンプ、Ｆ／Ｖコンバータ実装以外のチャネル指定を行った場合も、エラーステー

タス(パラメタエラー)が出力されます。モニタしているチャネルが振動アンプ、Ｆ／Ｖコンバータ実

装以外のときに全チャネルを指定した場合も、エラーステータス(パラメタエラー)が出力されま

す。 

書式例 ＳＦＨ ３，１（デリミタ） 

出力例 ＊ 

３ユニット目(振動アンプの場合)のハイパスフィルタを 3Hzに設定したことを表します。 

３ユニット目(Ｆ／Ｖコンバータの場合)の入力結合設定をＡＣ結合に設定したことを表します。 

関連コマンド ＩＦＨ 
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3.2.5. ＳＦＳ レンジ値設定 

機能 レンジ値の設定 

入力形式 ＳＦＳ Ｐ１，Ｐ２（，Ｐ３）（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定（１～１６，０（全チャネル指定）） 

Ｐ２：レンジ値 

Ｐ２ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 
ＡＣストレンアンプ 

レンジ設定値（ｕｓｔ） 
OFF 5k 2k 1k 500 200      

ＤＣストレン 

アンプ 

レンジ設定値 

（ｕｓｔ） 

BV: 

2V時 
OFF 20k 10k 5k 2k 1k      

BV: 

5V時 
OFF 8k 4k 2k 800 400      

BV: 

10V時 
OFF 4k 2k 1k 400 200      

振
動
ア
ン
プ
レ
ン
ジ
設
定
値
（m/s

2
） 

ア
ン
プ
内
蔵
型 

SENS 

0.XXX 
OFF 5k 2k 1k 500 200 100     

SENS 

X.XX 
OFF 500 200 100 50 20 10     

SENS 

XX.X 
OFF 50 20 10 5       

圧
電
型+
チ
ャ
ー
ジ
コ
ン
バ
ー
タ 

0.1m
V
/pC

 

SENS 

0.XXX 
OFF 50k 20k 10k 5k 2k 1k     

SENS 

X.XX 
OFF 5k 2k 1k 500 200 100     

SENS 

XX.X 
OFF 500 200 100 50 20 10     

1.0m
V
/pC

 
SENS 

0.XXX 
OFF 5k 2k 1k 500 200 100     

SENS 

X.XX 
OFF 500 200 100 50 20 10     

SENS 

XX.X 
OFF 50 20 10 5       

10m
V
/pC

 

SENS 

0.XXX 
OFF 500 200 100 50 20 10     

SENS 

X.XX 
OFF 50 20 10 5       

SENS 

XX.X 
OFF 5          

FVコンバータ 

レンジ設定値（Ｈｚ） 
OFF 20k 10k 5k 2k 1k 500 200 100   

温度アンプ 

レンジ設定値 
OFF 

K 

1370 

K 

500 

T 

400 

T 

200 

J 

1200 

J 

500 

E 

1000 

E 

500 

R 

1760 

R 

800 

２ｃｈＤＣアンプ 

レンジ設定値(V) 
200 100 50 20 10 5 2 1 0.5 0.2 0.1 

Ｐ３：レンジ値(２ｃｈ)  (※)２ｃｈＤＣアンプ時のみＰ３が有効 

Ｐ３ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 
２ｃｈＤＣアンプ 

レンジ設定値(V) 
200 100 50 20 10 5 2 1 0.5 0.2 0.1 

  

出力形式 ステータス（デリミタ） 

解説 実装されていないスロット・チャネルを指定した場合、エラーステータス（パラメタエラー）が出力

されます。 

２ｃｈＤＣアンプ以外にＰ３を送付するとエラーステータス(パラメタエラー)が出力されます。 

２ｃｈＤＣアンプにＰ３を送付しない場合もエラーステータス(パラメタエラー)が出力されます。 

全チャネル指定した場合も同様にモニタチャネルの実装ユニットが２ｃｈＤＣアンプ以外の場合、

Ｐ３を送付するとエラーステータス(パラメタエラー)が出力されます。 

全チャネル指定した場合も同様にモニタチャネルの実装ユニットが２ｃｈＤＣアンプの場合、Ｐ３

を送付しないとエラーステータス(パラメタエラー)が出力されます。 

Ｐ３は２ｃｈＤＣアンプの場合のみ有効となります。 
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書式例 ＳＦＳ ３，１（デリミタ） 

出力例 ＊ 

３ユニット目(ＡＣストレンアンプの場合)のレンジ値を 5ｋｕｓｔ(5kμ ε )に設定したことを表します。 

３ユニット目(ＤＣストレンアンプの場合)のレンジ値をBV=2Vの時20kust(20kμ ε ）に設定したこ

とを表します。 

３ユニット目(振動アンプの場合)のレンジの設定値を、アンプ内蔵型でセンサ感度が

0.XXXmV/m/s2の時、5km/s2に設定したことを表します。 

７ユニット目(FVコンバータの場合)のレンジの設定値が 5kHzを表します。 

７ユニット目(温度アンプの場合)のレンジの設定値がK1370を表します。 

関連コマンド ＩＢＶ，ＩＦＳ 

 

3.2.6. ＳＩＲ 入力レンジＯＮ／ＯＦＦ状態の設定 

機能 入力レンジＯＮ／ＯＦＦ状態の設定 

入力形式 ＳＩＲ Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定（１～１６，０（全チャネル指定）） 

Ｐ２：Ａｃｈ入力状態 

Ｐ２ ０ １ 

Ａｃｈ状態 ＩＮＰＵＴ ＯＦＦ ＩＮＰＵＴ ON 

Ｐ３：Ｂｃｈ入力状態 

Ｐ３ ０ １ 

Ｂｃｈ状態 ＩＮＰＵＴ ＯＦＦ ＩＮＰＵＴ ON 

  

出力形式 ステータス（デリミタ） 

解説 実装されていないスロット・チャネルを指定した場合、エラーステータス(パラメタエラー)が出力さ

れます。 

２ｃｈＤＣアンプの入力レンジＯＮ／ＯＦＦ状態の切り替えを行います。 

書式例 ＳＩＲ ３，１，１（デリミタ） 

出力例 ＊ 

３ユニットが２ｃｈＤＣアンプの場合、Ａｃｈ、Ｂｃｈともに入力レンジをＯＮの状態に設定したことを表

します。 

関連コマンド ＩＩＲ 

 

3.2.7. ＳＭＣ モニタチャネルの設定（２ｃｈＤＣアンプのＡ／Ｂチャネル設定） 

機能 モニタチャネルの設定（２ｃｈＤＣアンプのＡ／Ｂチャネル設定） 

入力形式 ＳＭＣ Ｐ１（デリミタ） 

Ｐ１：２ｃｈＤＣアンプＡ／Ｂチャネル設定（０，１） 

Ｐ１ ０ １ 

モニタチャネル Ａｃｈ Ｂｃｈ 

  

出力形式 ステータス（デリミタ） 

解説 ２ｃｈＤＣアンプのＡ／Ｂチャネル切り替えを行います。 

チャネルは２ｃｈＤＣアンプのみ全て切り替わります。 

２ｃｈＤＣアンプ以外がモニタチャネルの場合エラーステータス(パラメタエラー)が出力されます。 

書式例 ＳＭＣ １（デリミタ） 

出力例 ＊ 

２ｃｈＤＣアンプのモニタチャネルをＡｃｈに切り替えたことを表します。 

関連コマンド ＩＭＣ，ＩＭＮ，ＳＭＮ 
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3.2.8. ＳＭＮ モニタチャネル設定 

機能 モニタチャネルの設定 

入力形式 ＳＭＮ Ｐ１（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定（１～１６） 

出力形式 ステータス（デリミタ） 

解説 実装されていないスロット・チャネルを指定した場合、エラーステータス（パラメタエラー）が出力

されます。 

書式例 ＳＭＮ ７（デリミタ） 

出力例 ＊ 

７ユニット目にモニタチャネルを設定したことを表します。 

関連コマンド ＩＭＣ，ＩＭＮ，ＳＭＣ 

 

3.2.9. ＳＮＳ センサ感度の設定 

機能 センサ感度の設定 

入力形式 ＳＮＳ Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４，Ｐ５，Ｐ６（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定（１～１６） 

Ｐ２：ＳＥＮＳ感度 

Ｐ２ １００～９９９ 

ＳＥＮＳ感度 ３桁のセンサ感度値 

Ｐ３： 

Ｐ３ ０ １ ２ 

少数点位置 0.XXX X.XX XX.X 

Ｐ４： 

Ｐ４ ０ １ 

単位 mV/m/s2 pC/m/s2 

Ｐ５： 

Ｐ５ ０ １ ２ ３ 

チャージコンバータ種類 なし 0.1mV/pC 1.0mV/pC 10mV/pC 

Ｐ６： 

Ｐ６ ０ １ 

正転・反転 反転（－） 正転（＋） 

  

出力形式 ステータス（デリミタ） 

解説 実装されていないスロット・チャネルを指定した場合、エラーステータス（パラメタエラー）が出力

されます。振動アンプ実装以外のチャネル指定を行った場合も、エラーステータス(パラメタエラ

ー)が出力されます。モニタしているチャネルが振動アンプ実装以外のときに全チャネルを指定

した場合も、エラーステータス(パラメタエラー)が出力されます。 

書式例 ＳＮＳ ７，１００，１，１，２，０（デリミタ） 

出力例 ＊ 

７ユニット目に実装された振動アンプのセンサ感度設定を 1.00pC/m/s2にの反転入力に設定し

たことを表します。 

関連コマンド ＩＮＳ 
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3.2.10. ＳＲＪ 温度補償設定 

機能 温度補償設定 

入力形式 ＳＲＪ Ｐ１，Ｐ２（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定(１～１６)  

Ｐ２：温度補償設定値 

Ｐ２ ０ １ 

温度補償設定値 ＯＦＦ ＯＮ 

  

出力形式 ステータス（デリミタ） 

解説 実装されていないスロット・チャネルを指定した場合、エラーステータス（パラメタエラー）が出力

されます。温度アンプ実装以外のチャネル指定を行った場合も、エラーステータス(パラメタエラ

ー)が出力されます。モニタしているチャネルが温度アンプ実装以外のときに全チャネルを指定

した場合も、エラーステータス(パラメタエラー)が出力されます。 

書式例 ＳＲＪ ７，０（デリミタ） 

出力例 ＊ 

７ユニット目に実装された温度アンプの温度補償設定をＯＦＦに設定したことを表します。 

関連コマンド ＩＲＪ 

 

3.2.11. ＳＴＬ トリガレベルの設定 

機能 トリガレベルの設定 

入力形式 ＳＴＬ Ｐ１，Ｐ２（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定(１～１６)  

Ｐ２：トリガレベル設定値 

Ｐ２ ００００～１５００ 

トリガレベル値（ｃＶ） ４桁のトリガレベル値 

  

出力形式 ステータス（デリミタ） 

解説 実装されていないスロット・チャネルを指定した場合、エラーステータス（パラメタエラー）が出力

されます。Ｆ／Ｖコンバータ実装以外のチャネル指定を行った場合も、エラーステータス(パラメタ

エラー)が出力されます。モニタしているチャネルがＦ／Ｖコンバータ実装以外のときに全チャネ

ルを指定した場合も、エラーステータス(パラメタエラー)が出力されます。 

書式例 ＳＴＬ ７，５０（デリミタ） 

出力例 ＊ 

７ユニット目に実装されたＦ／Ｖコンバータのトリガレベルを５Ｖに設定したことを表します。 

関連コマンド ＩＴＬ 
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3.2.12. ＳＶＡ ひずみアンプＶＡＲのＤ／Ａ値設定 

機能 ひずみアンプＶＡＲのＤ／Ａ値設定 

入力形式 ＳＶＡ Ｐ１，Ｐ２（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定(１～１６，０（全チャネル指定）) 

Ｐ２：ＶＡＲ値 

Ｐ２ １３９２～１６３８３ 

ＶＡＲ値 ＶＡＲのＤ／Ａ設定値 

  

出力形式 ステータス(デリミタ) 

解説 実装されていないスロット・チャネルを指定した場合、エラーステータス（パラメタエラー）が出力

されます。ひずみアンプユニット実装以外のチャネル指定を行なった場合も、エラーステータス

（パラメタエラー）が出力されます。 

ＶＡＲが１６３８３の時、ＧＡＩＮ×１倍を表します。 

ＶＡＲが４０９５の時、ＧＡＩＮ×０．５（２分の１）倍を表します。 

ＶＡＲが１６３７の時、ＧＡＩＮ×０．４（２．５分の１）倍を表します。 

ＶＡＲが１３９２の時、ＧＡＩＮ×０．３９（２．５６分の１）倍を表します 

書式例 ＳＶＡ ３，１６３８３（デリミタ） 

出力例 ＊ 

３ユニット目のひずみアンプのＶＡＲのＤ／Ａ値を１６３８３（×１倍）に設定したことを表します。 

関連コマンド ＩＶＡ，ＥＶＲ 

 

3.2.13. ＳＶＧ ２ｃｈＤＣアンプＶＡＲのＤ／Ａ値設定 

機能 ２ｃｈＤＣアンプＶＡＲのＤ／Ａ値設定 

入力形式 ＳＶＧ Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定(１～１６，０（全チャネル指定）) 

Ｐ２：ＶＡＲ値 

Ｐ２ ０～６５５３５ 

Ａｃｈ ＶＡＲ値 ＶＡＲのＤ／Ａ設定値 

Ｐ３：ＶＡＲ値 

Ｐ３ ０～６５５３５ 

Ｂｃｈ ＶＡＲ値 ＶＡＲのＤ／Ａ設定値 

  

出力形式 ステータス(デリミタ) 

解説 実装されていないスロット・チャネルを指定した場合、エラーステータス（パラメタエラー）が出力

されます。２ｃｈＤＣアンプユニット実装以外のチャネル指定を行なった場合も、エラーステータス

（パラメタエラー）が出力されます。 

ＶＡＲが０の時、ＧＡＩＮ×１倍を表します。 

ＶＡＲが３２７６７の時、ＧＡＩＮ×約２倍を表します。 

ＶＡＲが６５５３５の時、ＧＡＩＮ×約３倍を表します。 

書式例 ＳＶＧ ２，０，０（デリミタ） 

出力例 ＊ 

２ユニット目の２ｃｈＤＣアンプのＶＡＲ Ｄ／Ａ値をＡｃｈ，Ｂｃｈともに０（×１倍）に設定したことを表

します。 

関連コマンド ＩＶＧ，ＥＶＧ 
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3.2.14. ＳＺＲ ２ｃｈＤＣアンプオフセット調整のＤ／Ａ値設定 

機能 ２ｃｈＤＣアンプオフセット調整のＤ／Ａ値設定 

入力形式 ＳＺＲ Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定(１～１６，０（全チャネル指定）) 

Ｐ２：ＺＥＲＯ値 

Ｐ２ ０～４０９５ 

Ａｃｈ 

オフセット調整のＤ／Ａ値 
オフセット調整のＤ／Ａ設定値 

Ｐ３：ＺＥＲＯ値 

Ｐ３ ０～４０９５ 

Ｂｃｈ 

オフセット調整のＤ／Ａ値 
オフセット調整のＤ／Ａ設定値 

  

出力形式 ステータス(デリミタ) 

解説 実装されていないスロット・チャネルを指定した場合、エラーステータス（パラメタエラー）が出力

されます。２ｃｈＤＣアンプユニット実装以外のチャネル指定を行なった場合も、エラーステータス

（パラメタエラー）が出力されます。 

オフセット調整のＤ／Ａ値が４０９５の時、－１Ｖ近辺のオフセット値であることを表します。 

オフセット調整のＤ／Ａ値が２０４８の時、±０Ｖ近辺のオフセット値であることを表します。 

オフセット調整のＤ／Ａ値が０の時、約＋１Ｖ近辺のオフセット値であることを表します。 

書式例 ＳＺＲ ３，２０４８，２０４８（デリミタ） 

出力例 ＊ 

３ユニット目の２ｃｈＤＣアンプのオフセット値をＡｃｈ、Ｂｃｈともに±０Ｖ近辺に設定したことを表し

ます。 

関連コマンド ＩＺＲ，ＥＺＲ 
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３．３．実行コマンド 

3.3.1. ＥＢＬ オートバランス実行 

機能 オートバランスの実行 

入力形式 ＥＢＬ Ｐ１（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定（１～１６，０（全チャネル）） 

出力形式 ステータス（デリミタ） 

解説 実装されていないスロット・チャネルを指定した場合、エラーステータス（パラメタエラー）が出力

されます。バランス実行中の状態はＩＢＬコマンドにて確認できます。 

バランス実行中の場合、ＩＢＬコマンド以外は受け付けられません。 

本コマンド実行後、アンプからの応答がない場合は未実装扱いとなります。 

書式例 ＥＢＬ ０（デリミタ） 

出力例 ＊ 

全チャネル全ユニットのオートバランスを実行したことを表します。 

関連コマンド ＩＢＬ 

 

3.3.2. ＥＣＫ 全チャネルセルフチェック、シャントＣＡＬ実行 

機能 全チャネルセルフチェック、シャントＣＡＬの実行 

入力形式 ＥＣＫ Ｐ１（デリミタ） 

Ｐ１：チェック動作 

Ｐ１ ０ １ ２ 

チェック動作 

(ＡＣストレンアンプの場合) 

内部ＣＡＬ 

モード 

シャントＣＡＬ 

１２０Ωモード 
 

チェック動作 

(ＤＣストレンアンプの場合) 

内部ＣＡＬ 

モード 

シャントＣＡＬ 

１２０Ωモード 

シャントＣＡＬ 

３５０Ωモード 

チェック動作 

(ひずみアンプ以外の場合) 

内部ＣＡＬ 

モード 
  

  

出力形式 ステータス（デリミタ） 

解説 セルフチェック実行中の状態はＩＢＬコマンドにて確認できます。 

セルフチェック実行中の場合、ＩＢＬコマンド以外は受け付けられません。 

内部ＣＡＬモードでのセルフチェック実行後は、ＩＥＲコマンドにて読み出せる実装情報（エラー情

報）が更新されます。 

シャントＣＡＬモードでのセルフチェック実行後は、エラー情報は更新されません。 

本コマンド実行後、アンプからの応答がない場合は未実装扱いとなります。 

書式例 ＥＣＫ ２（デリミタ） 

出力例 ＊ 

全チャネルシャントＣＡＬ（３５０Ω ）を実行したことを表します。 

関連コマンド ＩＢＬ，ＩＥＲ 
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3.3.3. ＥＣＬ ＣＡＬ実行 

機能 ＣＡＬの実行 

入力形式 ＥＣＬ Ｐ１，Ｐ２（，Ｐ３）（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定（１～１６，０（全チャネル指定）） 

Ｐ２：ＣＡＬ極性：  

Ｐ２ ０ １ ２ 

ひずみアンプ時 ＯＦＦ ＋ＣＡＬ ＯＮ －ＣＡＬ ＯＮ 

ひずみアンプ以外 ＯＦＦ ＯＮ  

Ｐ３：Ａ・Ｂチャネル指定：          (※)２ｃｈ ＤＣアンプ時のみＰ３が有効 

Ｐ３ ０ １ ２ 

A・Bチャネル指定 A・Bチャネル Aチャネル Bチャネル 

  

出力形式 ステータス（デリミタ） 

解説 実装されていないスロット・チャネルを指定した場合、エラーステータス（パラメタエラー）が出力

されます。 

ＯＳＣ同期ユニットのリモート端子入力よりＣＡＬがＯＮになっている場合、エラーステータス（モ

ードエラー）が出力されます。 

２ｃｈＤＣアンプの場合、Ｐ３を省略すると、Ａｃｈ、ＢｃｈともにＯＮまたはＯＦＦにすることができま

す。 

書式例 ＥＣＬ ２，２（デリミタ） 

出力例 ＊ 

２ユニット目の－ＣＡＬをＯＮにしたことを表します。 

関連コマンド ＩＣＬ，ＳＣＬ 

 

3.3.4. ＥＦＮ ひずみアンプのＲ－ＦＩＮＥ（ゼロ調整）実行 

機能 ひずみアンプのＲ－ＦＩＮＥ（ゼロ調整）実行 

入力形式 ＥＦＮ Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定（１～１６，０（全チャネル）） 

Ｐ２：増減：  

Ｐ２ ０ １ 

増減 ＵＰ（＋） ＤＯＷＮ（－） 

Ｐ３：微調整 

Ｐ３ ０ １ 

微調整 ＦＡＳＴ ＳＬＯＷ 

  

出力形式 ステータス（デリミタ） 

解説 レンジがＯＦＦの場合、Ｒ－ＦＩＮＥ（ゼロ調整）の操作は実行されません。 

ひずみアンプ以外では、Ｒ－ＦＩＮＥ（ゼロ調整）の操作は実行されません。 

ひずみアンプユニット実装以外のユニットを指定した場合、エラーステータス（パラメタエラー）が

出力されます。 

書式例 ＥＦＮ ２，０，０（デリミタ） 

出力例 ＊ 

２ユニット目のＲ－ＦＩＮＥ（ゼロ調整）を＋側に実行したことを表します。 

関連コマンド ＩＡＤ，ＲＲＡ 
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3.3.5. ＥＬＯ ローカル状態への移行 

機能 ローカル状態への移行 

入力形式 ＥＬＯ（デリミタ） 

パラメタなし 

出力形式 ステータス（デリミタ） 

解説 ＡＲ１０００はローカル状態に戻りますが、通信は切断されません。 

書式例 ＥＬＯ（デリミタ） 

出力例 ＊ 

ローカル状態に移行したことを表します。 

関連コマンド なし 

 

3.3.6. ＥＶＧ ２ｃｈＤＣアンプＶＡＲ（レンジ微調整）の実行 

機能 ＶＡＲ（レンジ微調整）の実行 

入力形式 ＥＶＧ Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４，Ｐ５（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定（１～１６，０（全チャネル指定）） 

Ｐ２：増減： 

Ｐ２ ０ １ ２ 

Ａｃｈ 増減 ＵＰ（＋） ＤＯＷＮ（－） ＮＯ ＣＨＡＮＧＥ 

Ｐ３：微調整 

Ｐ３ ０ １ 

Ａｃｈ 微調整 ＦＡＳＴ ＳＬＯＷ 

Ｐ４：増減： 

Ｐ４ ０ １ ２ 

Ｂｃｈ 増減 ＵＰ（＋） ＤＯＷＮ（－） ＮＯ ＣＨＡＮＧＥ 

Ｐ５：微調整 

Ｐ５ ０ １ 

Ｂｃｈ 微調整 ＦＡＳＴ ＳＬＯＷ 

  

出力形式 ステータス（デリミタ） 

解説 ２ｃｈＤＣアンプユニット実装以外のチャネル指定を行なった場合はエラーステータス（パラメタエ

ラー）が出力されます。 

書式例 ＥＶＧ ２，０，０，２，０（デリミタ） 

出力例 ＊ 

２ユニット目の２ｃｈＤＣアンプのＡｃｈレンジ微調整を＋側に実行、Ｂｃｈを実行しないことを表しま

す。 

関連コマンド ＩＶＧ，ＥＶＧ 
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3.3.7. ＥＶＲ ひずみアンプＶＡＲ（レンジ微調整）実行 

機能 ひずみアンプのＶＡＲ（レンジ微調整）実行 

入力形式 ＥＶＲ Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定（１～１６，０（全チャネル）） 

Ｐ２：増減：  

Ｐ２ ０ １ 

増減 ＵＰ（＋） ＤＯＷＮ（－） 

Ｐ３：微調整 

Ｐ３ ０ １ 

微調整 ＦＡＳＴ ＳＬＯＷ 

  

出力形式 ステータス（デリミタ） 

解説 レンジがＯＦＦの場合、ＶＡＲ（レンジ微調整）の操作は実行されません。 

ひずみアンプ以外では、ＶＡＲ(レンジ微調整)の操作は実行されません。 

書式例 ＥＶＲ ３，１，０（デリミタ） 

出力例 ＊ 

３ユニット目のレンジ微調整を－側に実行したことを表します。 

関連コマンド ＩＡＤ，ＲＲＡ，ＳＦＳ 

 

3.3.8. ＥＺＲ ２ｃｈＤＣアンプＺＥＲＯ（ＺＥＲＯ調整）の実行 

機能 ＺＥＲＯ（ＺＥＲＯ調整）の実行 

入力形式 ＥＺＲ Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４，Ｐ５（デリミタ） 

Ｐ１：スロット・チャネル指定（１～１６，０（全チャネル指定）） 

Ｐ２：増減： 

Ｐ２ ０ １ ２ 

Ａｃｈ 増減 ＵＰ（＋） ＤＯＷＮ（－） ＮＯ ＣＨＡＮＧＥ 

Ｐ３：微調整 

Ｐ３ ０ １ 

Ａｃｈ 微調整 ＦＡＳＴ ＳＬＯＷ 

Ｐ４：増減： 

Ｐ４ ０ １ ２ 

Ｂｃｈ 増減 ＵＰ（＋） ＤＯＷＮ（－） ＮＯ ＣＨＡＮＧＥ 

Ｐ５：微調整 

Ｐ５ ０ １ 

Ｂｃｈ 微調整 ＦＡＳＴ ＳＬＯＷ 

  

出力形式 ステータス（デリミタ） 

解説 ２ｃｈＤＣアンプユニット実装以外のチャネル指定を行なった場合はエラーステータス（パラメタエ

ラー）が出力されます。 

書式例 ＥＺＲ ３，２，０，１，１（デリミタ） 

出力例 ＊ 

３ユニット目の２ｃｈＤＣアンプのＡｃｈを実行しない、Ｂｃｈを－側にオフセット微調整実行したこと

を表します。 

関連コマンド ＩＺＲ，ＳＺＲ 

 



 

 

- 41 - 

３．４．データ読み出しコマンド 

3.4.1. ＲＤＡ ＤＣ電源電圧値データ読み出し 

機能 ＤＣ電源電圧値の読み出し 

入力形式 ＲＤＡ（デリミタ） 

パラメタなし 

出力形式 Ａ１（デリミタ） 

Ａ１：ＤＣ電源の電圧値を出力。 

Ａ１ １０．５Ｖ～３６Ｖ 

ＤＣ電源電圧値 Ａ／Ｄ変換値 
 

解説 オプションのＤＣ電源ユニットが実装されていない場合は、エラーステータス（ユニットエラー）が

出力されます。 

書式例 ＲＤＡ（デリミタ） 

出力例 ＊１２．５Ｖ 

ＤＣ電源の電圧値が１２．５Ｖであることを表します。 

関連コマンド なし 

 

3.4.2. ＲＲＡ Ａ／Ｄ値データ読み出し 

機能 Ａ／Ｄ値の読み出し 

入力形式 ＲＲＡ（デリミタ） 

パラメタなし 

出力形式 ＊Ａ１（デリミタ） 

Ａ１：Ａ／Ｄ変換の値をスケーリングした値を出力。 

Ａ１ －６．２５０～６．２５０ 

Ａ／Ｄ変換値 Ａ／Ｄ変換値 

例：５ｋｕｓｔレンジにて入力が５０００μ ひずみの場合、値は５．０００ 

解説 現在モニタしているチャネルのＡ／Ｄ変換値が出力されます。 

本コマンドはＩＡＤコマンドと同じ動作を行います。 

書式例 ＲＲＡ（デリミタ） 

出力例 ＊－５．０００ 

モニタチャネルのＡ／Ｄ変換値が-5Ｖを表します。 

関連コマンド ＩＭＮ，ＳＭＮ 
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